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３　研究の実践　

　１年半に渡る実践を概括すると、次の３期に
分けることができる。
①�第１期　「慣れる時期」　平成27年４月～平成
27年８月　
俳句や短歌の創作や句会の仕方に「慣れる時
期」である。
②�第２期　「気づく時期」　平成27年９月～平成
28年３月
実際に全校俳句大会を実施し、その楽しみに
「気づく時期」である。
③第３期　「高める時期」　平成28年４月～現在
感動を伝えるための表現意識や全校俳句大会
の質を「高める時期」である。

⑴　第１期「慣れる時期」の実践について
　校内俳句大会を実施したくても作品がないこ
とには俳句大会は実施できない。まずは、児童
が俳句や短歌の作品を抵抗なく作る力を身に付
けさせたいと考えた。お題を与えられたらすぐ
に創作できる力を習得させたいと考えた。その
ためには「習うより慣れろ」が大切であり多作
を心がけさせた。
　俳句づくりは、本校の児童は回数こそ多くは
ないが以前から取り組んでいたため、比較的容
易に取りかかることができた。

　平成27年度は、毎日13：50～14：00までの10
分間をチャレンジタイムに設定して基礎学力の
定着を目指してきた。金曜日は100マス作文に
取り組み、俳句や川柳を作る時間に当てた。こ
の毎週の積み重ねにより、子どもたちは次第に
俳句や短歌の創作に慣れてきた。また、発達段
階に合わせて、俳句上達のコツや技法、特に取
り合わせを教えた。子どもたちは、「ああ、俳�
句って簡単にできるんだ」という気持ちを抱い
たことと思う。５分もあれば５句６句と次々に
作り上げる子どもが増えていった。
　また、句会は東京書籍６年の教科書「句会を
開こう」のクラス句会の手順に従って行えばよ
いことを先生方に指導した。「句会は日本が世
界に誇るコミュニケーションツールである」こ
とを先生方に言い続け、やがて全クラスで句会
が実施されるようになった。句会で大事なのは、
国語の視点も大事ではあるが、学級集団づくり
の視点である。授業で仲間づくりを進める視点
を大切にしながら句会を行うように指導した。
　４月当初、平成27年度は、コンクールや大会
で60人以上の入賞者を出すことを保護者や地域
に向けて宣言した。７月を終え、詩歌等のコン
クールに入賞した児童は３人だった。

⑵　第２期「気づく時期」の実践について
　平成27年９月２日（水）、満を持して第１回
全校俳句大会を実施した。全校俳句大会とは、
全児童、全家族、全教職員が参加する俳句大会
のことである。そのねらいは、「２　目指す児童、
保護者・地域の姿」に示したとおり「④児童の
がんばりを認めようとする保護者・地域」「⑤
和気藹々とファミリー句会を楽しむ家族」であ
る。
　全校俳句大会の手順は下記のとおりである。

①自然の美しさや家族の温かさに触れ、心が動
かされたことを短時間で俳句や短歌等に表現
できる児童。
②自ら考え、意欲的に詩歌に関する調べ学習を
したりコンクールに応募したりする児童。
③日本の文化に親しむとともに、句会を楽しみ、
友達の作品の良さを認め合う児童。
④「校内俳句大会」の取組を理解し、児童のが
んばりを認めようとする保護者・地域。
⑤ノーメディアデーに合わせ、テレビを見たり
ゲームをしたりしないで、和気藹々とファミ
リー句会を楽しむ家族。

①　各児童が作品づくりをする。（投句）
②　各クラスで句会を行い代表の句を選ぶ。
（句会１）
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　保護者の反応はどうだったのか。
　全校俳句大会に参加した人数は291名、ファ
ミリー句会の平均時間（ノーメディアタイム）
は23分という結果だった。
　奇しくも、全校俳句大会を実施するその日の
日本海新聞に、大伴家持大賞の児童・生徒の部
に応募した１年生の短歌「あさがおのつぼみが
かいがらみたいですあしたはきっとむらさきの
いろ」が大賞を受賞するというビッグニュース
が掲載されたのである。どちらも「俳句で学校
づくり」を印象づける出来事であり、第１回全
校俳句大会は大いに盛り上がった。
　このことは、保護者の次のような感想からも
理解することができた。
・�様々な感性の作品を見させてもらって、素晴
らしい取り組みをされているなと思った。
・�とても新鮮な気持ちになった。子どもたちも
一生懸命選んでいました。次回が楽しみです。
・�いつもと違うノーメディアデーの過ごし方が
できました。
・�家族で一つのことを一緒にする時間をもつこ
とはとてもよいと思いました。　等々
　しかし、次の表のような意見や要望の声も上
がり改善を試みた。
　つまり、第１回目は句会を第１水曜日に限定
したが、２回目からはその期間を約１週間と延

ばした。また、選句用紙はＢ４版ではなくＡ３
版の用紙に文字を拡大するとともに振り仮名を
振って持ち帰らせることにした。そうしたとこ
ろ、２回目以降は形式的な面での意見や要望は
なくなった。

③　�全校で30句になるように調整しＢ４版１枚
にまとめる。（清記）
裏面にはファミリー句会の方法や感想欄を
記載。

④　�テレビを見たりゲームをしたりしないで、
ファミリー句会を行う。（句会２）

⑤　学校で回収し集計する。
⑥　給食時間の校内放送で成績を発表する。
（披講１）

⑦　�学校だよりで成績を発表するとともに賞状
を授与する。（披講２）

⑧　�写真入りで作品を職員玄関に掲示して称揚
する。（披講３）

意見や要望 具体的な改善策

・ファミリー句会の日にちを
水曜日だけにすると時間が
少ないし、水曜日に用事が
あったら家族で楽しめない。
土日をはさむようにして
は？

・句会の期間を、
水曜日～日曜日
までとして期間
を長くする。

・小さな子も楽しめるように、
振り仮名を振ってほしい。

・次回から振り仮
名を振る。

・字を大きくしてほしい。
・Ａ３版に拡大す
る。

　　選句用紙

　　選句用紙の裏面
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　第２期は、全校俳句大会を積み重ねながらい
ろいろと改善を試み、よりよい俳句大会になる
ように試行錯誤を繰り返した期間であった。こ
の第２期に行った校内俳句大会は下記のとおり
である。

　第４回の校内俳句大会を終えたころから、そ
の内容について何人かの保護者からある意見が
寄せられるようになってきた。それは、「学級
代表となる児童は何回も選ばれるが、我が子は
選ばれず１回も載らない。何とかなりませんか」
「全校で実施すると上学年の児童がほとんど入
選してしまい、下学年の児童が入らない。どう
にかなりませんか」という意見だった。
　全校で実施した場合、入選句は全校で約15編
を選んでいたが、これが上学年に偏るというの
だ。そこで、第５回目は、上学年と下学年の部
に分け実施。各部約10編、合計約20編の作品を
入選句とした。これで、下学年の児童の入選の
チャンスが増えた。
　第６回は、卒業生の部を前々から計画してい
たので、表に示したように３部構成の俳句大会
となった。これらの改善によって、入選のチャ
ンスは増えたが、１回も載らない児童の思いを
どう受けとめるかは第３期の課題となった。

　この２期は、様々なコンクールでの入賞ラッ
シュが続いた。平成27年度は文芸的なコンクー
ルの入賞者は延べ66名にも上った。

⑶　第３期「高める時期」の実践について
　平成28年度が始まった。第３期の課題は「１
回も載らない児童の思いをどう受けとめるか」
だ。第１回目と第２回目は、「２・３年の部と
上学年の部」の二つの部に分けて実施した。１
年生は10月からの参加とすることにした。しか
し、やはり「選ばれた人だけでなく、各学年が
一人ずつ考えた俳句を載せたものでもよいでは
ないか。７月は４年生、８月は５年生とか�」
という意見が出てきた。
　この意見を採用すると、確かに全員の作品は
掲載することはできるが、参加率が下がったり
盛り上がりに欠けたりすることも予想された。
協議を重ね、平成28年度の全校俳句大会の年間
計画を下記のように修正し直した。

月 俳句
大会 内容　等

９ 第１回
全学年、クラス代表による句会。
３句を選句。

10 第２回
全学年、クラス代表による句会。
３句を選句。

11 第３回
全学年、クラス代表による句会。
３句を選句。

12 第４回
全学年、クラス代表による句会。
３句を選句。

２ 第５回
上学年の部、下学年の部。クラス
代表による句会。３句を選句。

３ 第６回
６年、４・５年、下学年の部。ク
ラス代表による句会。３句を選句。

職員玄関に掲示し入賞者を称揚する

平成28年度　全校俳句大会実施計画
� 平成28年７月修正

月 俳句
大会 内容　等

４ 年度初めのため実施せず。

５ 第１回
２・３年の部、上学年の部で実施。
クラス代表で句会。３句を選句。

６ 第２回
２・３年の部、上学年の部で実施。
クラス代表で句会。３句を選句。
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　来年度以降は、１月を休止とし、クラス代表
による句会を３回、２学年全員の作品が載る句
会を６回実施すると、一人当たり年間５回の句
会を経験することとなる。間には２～３か月の
休みも取ることにとなり、よいバランスで全校
俳句大会を実施することができる。
　２学年全員が参加する句会を保護者はどのよ
うに受け止めたのであろうか。
・今までは、「俳句載ってる？」「載ってない」
の会話で終わっていましたが、今回は全員の
作品が載っているということで、まず我が子
の俳句を探すことから始まりました。「いい
俳句だけど選べられないな」と、今までより
会話が楽しめたのでよかったです。
・全員の句があり、数が多くて選ぶのが大変で
したが、一人一人の個性が出ていて楽しく選
べました。自分の句があることもあり、子ど
もも励みになると思います。選ばれた句会も
よいですが、全員のほうが私はよいと思いま
す。
・今回は全員の句が載っていたので、句会の第
２グランドとして自分の句はどれか当ててい

く��ということをして家族で楽しみました。
意外にみんな当てられず盛り上がりました。
時には全員の句が載っていてもいいなと思い
ました。
・選ばれた人だけでなく、全員の作品があるの
もいいですね。
・いつもよりもたくさんあって、五つも選べた
ので楽しかったです。　等々
　否定的な意見はなく、全員の作品が載る句会
を支持する意見が多かった。代表による句会と
全員参加の句会とのバランスのよい組み合わせ
が大切であることが確認できた。
　全校俳句大会の内容も、子どもたちが創作す
る俳句や短歌も表現意識も高まってきた第３期
であった。

⑷　児童の称揚について
　全校俳句大会や各種コンクール等でよい成績
を収めた児童は大いにほめてそのがんばりを認
めてやりたいと思った。
①　給食時間の校内放送
　結果が分かり、全校俳句大会用の学校だより
が出来上がると、配布当日の給食時間に校内放
送で成績を発表することにしている。実は、こ
の放送は校長が担当しているのだが、全校が大
変盛り上がる。「優秀賞、２年生�」と言おう
ものなら２年生から大歓声が上がり、「優良賞、
５年�」と言えば５年生から大歓声が起きる。
放送室は教室棟から少し離れているのだが、子
どもたちの大歓声が放送室に聞こえてくるのだ。
②　全校俳句大会用の学校だよりを発行
　学校だよりは毎月下旬に発行しているが、全
校俳句大会を実施したときには特集号の形で発
行している。紙面は、俳句大会の結果と校長に
よる講評、保護者の感想等で構成をしている。
この学校だよりは、児童のがんばりを発信する
上でとても重要な役割を果たしている。大変好
評で、学校と保護者・地域との結びつきを強く
するために大いに役立っている。もともと保護
者・地域は学校に対し協力的であったが、ここ

７ 第３回
５・６年の部。５・６年生全員の
61名の作品を掲載。５句を選句。

８ 夏期休業中のため実施せず。

９ 第４回
３・４年の部。３・４年生全員の
58名の作品を掲載。５句を選句。

10 第５回
１・２年の部。１・２年生全員の
31名の作品を掲載。４句を選句。

11 第６回
全学年、クラス代表による句会。
３句を選句。

12 第７回
５・６年の部。全５・６年生61名
の作品を掲載。５句を選句。

１ 第８回
３・４年の部。全３・４年生58名
の作品を掲載。５句を選句。

２ 第９回
１・２年の部。全１・２年生31名
の作品を掲載。４句を選句。

３ 第10回
６年、１～５年の部。クラス代表
による句会。３句を選句。
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１年間以上に渡って児童のがんばりを発信し続
けていると、さらに協力的になってきた。児童
のがんばりは学校のがんばりである。それが学
校だよりによって保護者・地域に伝播していく
のである。喜ばしい限りである。
③　職員玄関前に掲示する
　さらには、入賞者の名前、顔写真、作品（俳
句や短歌のみ）を大判の赤色の画用紙上に載せ
掲示した。これは、児童の称揚とともに、来校
者へのアピールをねらったものである。本校に
来られる保護者、地域の方、教育関係者、業者、
報道機関の方々等々に向け、本校の取り組みと
して、アピールし続けた。
　平成27年４月、私は「各種コンクール・大会
等で60人以上の入賞者を出す」ことをマニフェ
ストとして宣言した。結果は60人をはるかに超
え180人に上った。内、文芸的なコンクールで
の入賞者は延べ66人だった。
　平成28年４月、「今年は入賞者100人以上」を
マニフェストとした。10月現在、入賞者は82名。
その内文芸的なコンクールでの入賞者は22名に
上っている。

⑸　ノーメディアデーと参加人数について
　全校俳句大会は、毎月第１水曜日のノーメ
ディアデーに合わせて実施している。「しない
で、見ないで」という呼びかけだけではなく、
何かのしかけを用意して家族団らんの時間を取
り戻したいと考えた。全校俳句大会はそのしか
けの一つでもある。しかし、句会を一体どれほ
どの人たちがどれほどの時間取り組んでくれる
のか皆目検討がつかなかった。
　統計を取ってみると、全校俳句大会の内容に
よって参加人数は変化したが、ノーメディアタ
イムの平均時間はほとんどが20～25分の間で
あった。参加人数とノーメディアタイムの推移
は次ページのグラフのとおりである。参加人数
がもっと増えるしかけと、ノーメディアタイム
が少しずつでも伸びるしかけの必要を感じた。
また、句会は語彙指導にもつながること、親と
して言語環境を整えることになることも、引き
続き保護者・地域へ積極的に呼びかけていきた
い。
　平成28年度の３～５回目は、上・中・下学年、
２学年ごとの全員参加型にしたところ、参加人
数が平成27年度の約半分に落ち込んでいる。ま
た、平成28年度は27年に比べ減少している。句
会自体がマンネリ化を招いているかもしれない。
平成27年度の５・６回目の参加人数が多いのは、
各部に参加等の重なりがあり延べ人数でカウン
トしたためである。
　参加人数は変動が大きいのに、ノーメディア
タイムは大きな変動はない。しっかりとファミ
リー句会を楽しんでいる家庭は時間をかけて団
らんしているが、意識の低い家庭は団らんの場
や句会に費やす時間が少ないという二極化が進
んでいるかもしれない。
　始めた当初は、１時間30分も句会を楽しんだ
家庭も見られた。また直近の俳句大会では１時
間以上句会を楽しみましたというご家族が５家
族もあった。そういう面を今後も発信し、ノー
メディアタイムの平均が30分を超えるような取
り組みを考えていきたい。

職員玄関に掲示し児童を称揚する。53ページも参照

実際の学校だより（表面）
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４　研究の成果

　全校俳句大会は約１年間かけて少しずつ形を
整えつつある。これは、保護者や地域の意見を
吸い上げながらよりよい形を求め続けてきた成
果であり、すでに本校の特色ある教育風土とし
て地域に根付いたと考えている。そして児童や
学校のがんばりが地域に伝わるとともに、少し
ずつではあるが児童が「自信と活力」を身に付
けつつあることを実感している。
　９月末に行われた鳥取市の陸上大会では、選
手宣誓に選ばれた本校児童が宣誓の最後を堂々
と短歌で締めくくって拍手喝采を浴びた。また、
終業式や始業式では、２年生の児童ががんばり
発表で俳句を交えながら素晴らしい発表を行っ
た。これらのことからも、児童は日本文化であ
る俳句や短歌に親しみ、今や抵抗なしに創作す
る力を有してきている。この度の学力学習状況
調査でも、国語に関する質問紙調査では全項目
で全国平均を上回った。20％近く高い項目も六
つもあった。これらは日常的に俳句に親しむ教
育風土の影響が大いにあると考えている。今後
も特色ある取り組みとして意欲的に取り組んで
いきたい。

５　今後の課題

　課題もある。全校俳句大会のマンネリ化を防
ぎ、参加人数やノーメディアタイムを増やして
いくしかけを構築すること、また、この取り組
みを地域にさらに広げたり児童の称揚の方法を
新しく創出したりすることである。さらには、
ノーメディアデーの一つの取り組みとして全国
へ発信すること、どんな学校でもこうすれば「俳
句で学校づくり」ができることを発信したいと
考えている。こういう課題を一つ一つクリアし
ながら、さらに「俳句で学校づくり」を推進し
特色ある教育風土を育てていきたい。

６　終わりに

　今後、日本の社会は急激な変化を遂げていく
ことであろう。しかし、どんなに世の中が変わ
ろうと、日本の心「大和心」を失わないでほし
いと切に願う。今、俳句の取り組みを通じて、
子どもたちは「命の大切さ」「家族の温かさ」「自
然の美しさ」「郷土への愛」等を感じ取れるよ
うになってきている。長じてそれは「神仏への
感謝」「父母への報恩」「八百万の神の感得や畏
敬の念」等につながっていくと確信する。子ど
もたちにはそういう「大和心」をもった日本人
になってほしい。そのようなしなやかな精神を
もった日本人こそが、世界から信頼される国際
人となれるのではないだろうか。
　遅々たる歩みではあるが、そういう日本人あ
るいは国際人を夢見て、今日も「俳句で学校づ
くり」を推進していきたい。
　以上、鳥取県の小さな学校からの発信である。


